
千曲川に架かる
市内第」の橋

4 上田橋(その⑧・2代目・3代目)... 
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" I i イ緑ガt忌atJ提供の写真(2代目上田橋)0 J ‘…一

千曲川の右岸ど左岸を結ぶ大動脈、上 45年のことO 市民の願望であっただけに、

田橋。現在の橋は 3代目になる o 上田橋の早期実現は市長選挙のたびに候

初代上田橋が架設されたのは明治23年。

この橋も、大正時代の後半にもなるとだ

んだん老朽化し、橋幅も狭く不都合となっ

た。そこで、大正 12年、工事が始められ、

同14年には鉄筋コンクリートによる 2代

目の上田橋が完成した。

ところが、当時は近代的なモデ、ル橋だ、っ

たこの橋も、昭和30年代後半ごろになる

と交通事情の変化ど自動車の大型化のた

め、狭い橋上には車がひしめくようにな

リ、市民は新しい上田橋の開通を待ち望

むようになった。

そんな市民の願"¥が実現したのは昭和

補者の公約にされるほどであった。

現在の上田橋が架けられたのは 2代目

の橋の 17メートル上流。将来の交通量の

増加を予想して架け替えられたものの、

現在も朝夕のラッシュ時の混雑は相当な

ものだ。

平成11年には上田橋の上流ど下流にそ

れぞれ i(仮称〉上田新橋」、 i(仮称〉上

田大橋」の 2本の橋が完成する予定。現

在工事が進んで"¥る O これらの 2本の橋

の開通によリ、市内の交通渋滞もだ、いぶ

解消されることになるだろう O
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一
市
民
の
皆
さ
ん
に
一

一
お
知
ら
せ
し
ま
す
一

全
日
本
教
職
員
組
合
の
定
期
大
会
が

7
月
日
日
制
か
ら
同
口
日
働
ま
で
の

3
日
間
、

上
岡
市
民
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

過
去
の
例
か
ら
み
ま
す
と
、
大
会
に
反
対
す
る
団
体
が
、
多
数
の
街
頭
宣
伝
車
を

連
ね
て
抗
議
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
会
前
の

7
月
日
日
こ
ろ
か
ら
会
場

周
辺
道
路
を
中
心
に
、
相
当
な
交
通
の
混
雑
や
騒
音
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
大
変
な
ご
迷
惑
、
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
警
察
と
じ
ゅ
う
ぶ
ん
連
携
し
、
こ
の
事
態
に

万
全
な
体
制
で
対
処
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
上
田
市
役
所

(
困
⑫
4
1
0
0
困
1
1
2
0
・1
1
2
1
・1
1
2
2
)

聞
凶
圃
困

7
月
日
日
明

1
7月
打
日
制
閣
の
終
日

上
田
市
民
会
館

・
上
田
市
役
所
周
辺
道
路

間
困
聞
幽

車
両
通
行
禁
止

(
路
線
パ
ス
・
タ
ク
シ
ー
・
二
輪
車
を
除
く
)

-
駐
停
車
禁
止

至東飼町

⑤ 

浅間サンライン

重規制図

迂 回 路

.. 圃圃ー

暢帽園田両田園a・胸圃

回国国国伊

うかL、
迂 回路

止

路

車両通行禁止

駐停車

迂

林
示

道回

凡

圃圃・園

協多額

し~

-7月
日
日
側
か
ら
げ
日
働
ま
で
の
終
日
、

中
心
市
街
地
に
お
い
て
車
両
通
行
禁
止

(
路
線
パ
ス
・
タ
ク
シ
ー
・
一

一輪
車
を
除
く
)
、

駐
停
車
禁
止
等
の
交
通
規
制
が
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
迂
回
な
ど
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

鴎
各
所
に
お
い
て
、
交
通
規
制
や
検
問
等

が
行
わ
れ
ま
す
。
警
察
官
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

闘
中
心
市
街
地
へ
の
車
の
乗
り
入
れ
、
車

の
利
用
は
で
き
る
だ
け
控
え
て
く
だ
さ
い

0

.
混
雑
し
て
い
る
付
近
は
危
険
で
す
の
で
、

近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

-
通
行
禁
止
規
制
の
区
域
内
に
お
住
ま
い

の
か
た
や
お
勤
め
の
か
た
、
ま
た
通
院
や

事
業
活
動
な
ど
で
、
区
域
内
に
車
を
乗

り
入
れ
る
必
要
の
あ
る
か
た
は
、
警
察

が
発
行
す
る
「
通
行
許
可
証
」
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
上
田
警
察
署
で
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
(
申
請
に
は
、
住
所
、

氏
名
、
車
両
の
番
号
が
必
要
で
す
)
。

な
お
、
交
通
規
制
に
関
係
す
る
地
区

で
は
、
自
治
会
ご
と
に
「
通
行
許
可
証
」

交
付
手
続
き
の
事
前
説
明
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
主
な
事
業
所
に
も

説
明
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け

自
治
会
・
事
業
所
ご
と
に
交
付
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

交
通
規
制
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

-
上
回
警
察
署
(
回
⑫
0
1
1
0
)

・
警
備
本
部
(
由
⑫
1
2
6
2
)

[
7
月
刊
日
か
ら
同
行
日
の
期
間
]

[2J 70.6.76 



刊
、
¥

九一、¥

弘
、
、
¥

-司、

、

川
町
い
¥
・
規
制
の
期
間
・
場
所
は
、

予

が

あ

り

ま

す

。

-
こ
の
ほ
か
に
も
、
一
時
的
な
通
行
禁
止
が
実

施
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 変

更
さ
れ
る
場
合

7
月
日
日
間
か
ら

7
月
口
日
働
ま
で
交

通
規
制
区
域
周
辺
で
は
、
交
通
規
制
な
ど

の
影
響
か
ら
、
ご
み
の
収
集
が
遅
れ
、
場

合
に
よ
っ
て
は
、
収
集
が
夜
間
に
ま
で
及

ぶ
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。-
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
受
け
入
れ
時
間

(
一
般
)

7
月
日
日
間
か
ら
げ
日
働
ま
で
は
、
夜

7
時
ま
で
受
け
入
れ
し
ま
す
。

圃
自
治
会
の
資
源
回
収

7
月
日
日
側
か
ら
げ
日
働
ま
で
の
資
源

回
収
に
該
当
し
て
い
る
自
治
会
に
は
、
変

更
に
つ
い
て
別
途
通
知
し
ま
す
。

な
お
、
平
常
ど
お
り
収
集
す
る
自
治
会

で
も
、
業
者
に
よ
る
回
収
時
間
が
遅
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い

0

.
各
支
所
の
び
ん
・
缶
の
資
源
問
収

平
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

圃
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
リ
サ
イ
ク
ル

平
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

ご
み
収
集
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

・
環
境
業
務
課

(
直
通
園
⑫
0
6
6
6
)

10.6.16 [3J 



6
月
は
「
環
境
保
護
月
間
」

ノ温暖化から地球を守ろう
考えよう 地球の資源と すべての命

地
球
の
温
暖
化
は
、
地
球
規
模
の
環
境
問
題

の
中
で
も
、
最
も
深
刻
な
問
題
で
す
。
そ
れ
は

温
暖
化
の
問
題
に
は
、

①
石
油
や
石
炭
の
利
用

な
ど
人
類
の
経
済
活
動
そ
の
も
の
が
原
因
で
あ

る
こ
と

②
温
暖
化
が
も
た
ら
す
食
料
生
産

の

減
少
や
海
面
上
昇
に
よ
る
土
地
の
浸
食
、
洪
水

や
干
ば
つ
な
ど
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
重
大
な

影
響
を
与
え
る
こ
と

③
影
響
は
私
た
ち
の
子

孫
の
代
に
な
る
と
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
こ
と
・

な
ど
の
特
徴
が
あ
る
か
ら
で
す
。

地
球
の
気
温
は
人
類
が
こ
れ
ま
で
に
経
験
し

た
こ
と
が
な
い
速
度
で
急
上
昇
し
て
い
ま
す
。

嫡
惑
が
温
暖
絡
む
て
い
ま
す

人
間
の
活
動
に
よ
っ
て
地
球
の
温
暖
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
地
球
の
温
度
は
、
太
陽
か
ら
流

れ
込
む
日
射
の
熱
と
地
球
が
宇
宙
に
放
出
す
る

熱
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
定
ま
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
大
気
中
に
は
地
球
が
放
出
す
る
熱
を

封
じ
込
め
る
性
質
を
持
っ
た
二
酸
化
炭
素
な
ど

の
温
室
効
果
ガ
ス
が
あ
り
、
こ
の
温
室
効
果
ガ

ス
が
人
間
の
活
動
に
伴
っ
て
増
大
す
る
と
、
大

気
や
地
表
に
と
ど
ま
る
熱
が
増
え
、
地
球
が
暖

ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

が素タ炭水室てを
あ、ン素蒸効いほ温
りフ、。気果るど室
ま ロ E 父、ガガよ効
すン酸 ζ ニススく果

O な化、酸に O 逃ガ

ど 窒メ化は温しス
たと

¥ 事 /ク りは
ベグ 取;

町 、 ， //  り太
~~u.一 首 ・ ‘ と 陽・4宅、k温室効果力ス めカ1
P 熱泳 たら
'j' りY りの

手1 し熱
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①
陸
地
が
海
に
沈
む
/

:
日
本
の
場
合
、
海
面
が

1
m
上
昇
す
る
と
そ

こ
に
住
ん
で
い
る
約

4
1
0万
人
の
人
び
と
の

家
が
海
に
沈
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
異
常
気
象
に
襲
わ
れ
る
/

:
・
温
暖
化
に
よ
り
、
渇
水
や
、
集
中
豪
雨
な
ど

の
危
険
が
増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

③
食
料
不
足
に
悩
ま
さ
れ
る
/

:
日
本
の
場
合
、
主
食
で
あ
る
お
米
の
生
産
が

危
ぶ
ま
れ
ま
す
。

④
病
気
が
多
発
す
る
/

・
:
日
本
で
は
、
熱
中
症
や
熱
射
病
が
増
加
す
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑤
動
植
物
が
絶
滅
の
危
機
に
/

・
:
森
林
な
ど
が
減
る
と
、
住
み
か
を
失
っ
た
動

物
も
そ
の
数
を
減
ら
し
て
い
き
ま
す
。

園地球温暖化を進める 二酸化炭素

温室効果ガスの内訳 CO，63，7% 

フロン10，2%メタン19，2%

車酸化窒素5，7%: 
その他 ~十一一一一寸\\
1.2%ν /¥¥ ; 

yi 

グ
ラ
フ
は
、
温
暖
化
を
進
め
る
直
接
の
原
因

と
な
っ
て
い
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
内
訳
で
す
。

見
て
の
と
お
り
、

二
酸
化
炭
素
の
割
合
が
圧
倒

的
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

地
球
の
温
暖
化
を
こ
れ
以
上
進
め
な
い
た
め



に
は
、
こ
の
よ
う
な
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

を
減
ら
す
こ
と
が
肝
心
で
す
。
中
で
も
最
も
悪

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
二
酸
化
炭
素
に
つ
い
て

は
、
一
刻
も
早
い
対
策
が
必
要
で
す
。

昨
年
ロ
月
に
京
都
で
開
催
さ
れ
た
「
地
球
温

暖
化
防
止
京
都
会
議
」
も
こ
の
事
態
を
受
け
て

の
も
の
で
あ
り
、
二
酸
化
炭
素
、
メ
タ
ン
等
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
の
実
施
に
向
け
た
新
た

な
一
歩
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

+12 

+10 

+8 

+6 

+4 

+2 

。

-4 

-6 

ー2

-8 

京都会議で決められた主要国の温室効果ガス排出制誠目標
(2008年 ~20 1 2年の期間の目標)

増
加
(
%
}

二
酸
化
炭
素
は
、
私
た
ち
が
日
々
生
き
て
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
過
程
で
、
大
量
に
排
出
さ
れ
て

い
る
物
質
で
す
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
二
酸
化
炭
素
を
減
ら
す
生
活
を
心
が
け
れ

ば
、
地
球
の
温
暖
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

6
月
は
「
環
境
保
護
月
間
」

-10 
1990年の緋出実績に比へた削減率

地球温暖化防止京都会議の概要
平成9年 (1997年)12月、日本で地球温暖化防止

のための京都会議が関かれ、世界161か国の代表が

集まって地球の混暖化を紡ぐための話し合いが行わ

れました。

この会議では、温暖化の最大の原因である温室効

果ガスの排出量削減について、 g擦となる数値を閏

ごとに設定。日本は2012年までに1990年(平成2年)

の排出量に対して、 6%を削減させることになりま

した。

-
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
は
こ
ま
め
に
お
手
入
れ
を

・
自
動
車
の
使
用
を
控
え
よ
う

j
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
の
実
践
を
/

・
徒
歩
、
自
転
車
、
公
共
交
通
機
関
を
積
極
的

に
利
用
し
よ
う

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
転
を
心
が
け
よ
う

.
も
の
を
大
切
に
使
お
う

j
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
よ
う
/

・
買
い
物
袋
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋
は
も
ら
わ
な

・
缶
、
び
ん
な
ど
の
資
源
ご
み
は
リ
サ
イ
ク
ル

に
出
す

・
日
用
雑
貨
類
は
、
エ
コ
マ

l
ク
商
品
を
購
入

・
家
具
、
家
電
製
品
は
修
理
し
て
長
く
使
う

問
い
合
わ
せ
/

生
活
環
境
課
(
圃
⑫
5
1
2
0
)

温
暖
他
会
瞬
ぐ
お
砂
院

秘
お
ー
ち
隠
す
ぎ
る
己
主

私
た
ち
の
生
活
を
と
り
ま
く
、
す
べ
て
の
も

の
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に
す
る
生
活
法
こ
そ
、

二
酸
化
炭
素
を
減
ら
す
た
め
に
も
っ

と
も
大
切

な
こ
と
で
す
。
さ
っ
そ
く
今
日
か
ら
で
き
る
こ

と
を
一
つ
ず
つ
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

-
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
活
を
心
が
け
よ
う

j
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し
を
/

.
電
気
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

・
冷
暖
房
の
温
度
設
定
は
夏
は
お
℃
、
冬
は
初

℃
を
目
安
に

・
電
気
機
器
は
こ
ま
め
に
消
し
、
外
出
時
等
に

は
本
体
の
主
電
源
を
切
る

・
お
ふ
ろ
の
水
は
夏
な
ら
朝
に
た
め
、

か
す
直
前
に
た
め
る

冬
は
沸

「これからの

地球環境を考える」
上田市で開催される 「日本学術会議第六部会(農学

系)Jの部会議にあわせて、一般の市民にもわかりや

すい『公開講演会」が開催されます。参加は無料です。

どなたでもお気軽にご参加くださ l¥0 

とき.7月2日(木)・午後 1時--5時20分

会場.信州大学繊維学部講堂(常国3-15-1)

圃講演
圃「世界の土壌と農業を考える』

久馬一剛さん(滋賀県立大学教授・京都大学名誉教授)

圃 『水環境を守り、回復するために』

田淵俊雄さん(元東京大学教授)

. ~泳げる諏訪湖を目指して』

沖野外輝夫さん(信州大学教授)

. ~生態学的手法による世界の砂漠化防止』

林一六さん(筑波大学教授・菅平高原実験センター長〉

圃『私たちの生活と環境ホルモン』

上野民夫さん(京都大学大学院教授)
できることから始めよう/

~地球と未来の仲間のために

暮らしを変えるわたしから

70.6.76 

問い合わせ・信州大学繊維学部《55h57)

[5J 
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児童手当現況届の提出期日について
z 
司。
刃

福祉課母子児童係(固③51 3 0) 

前回6月1日付け広報でお知らせした児童手当現況

届の提出期日が、児童手当に係る厚生省令により、平

成10年においては 7月31日までとなりましたのでご承

知くださし iO

豆

)> 

→ 

。
z 

‘ C 

募集『
上
回
わ
っ
し
ょ
い
』

参
加
速
募
集
し
ま
す

上
田
わ
っ
し
ょ
い
実
行
委
員
会
事
務
局

(
観
光
課
内
・
固
⑧
5
4
0
8
)

市
民
の
夏
祭
り
、
第
幻
回
「
上
田

わ
っ
し
ょ
い
」
は

7
月
お
日
出
の
夜

開
催
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
実
行
委
員
会
で
は
、
踊
り

の
コ
ン
テ
ス
ト
、
わ
っ
し
ょ
い
ス
テ
ー

ジ
の
開
放
な
ど
企
画
中
で
す
。
お
楽

し
み
に
。

こ
の
、
第
幻
回
の
う
え
だ
わ
っ
し
ょ

い
に
参
加
さ
れ
る
各
「
連
」
を
募
集

し
ま
す
。
募
集
期
間
は

6
月
幻
日
側

j
初
日

ωで
す
。

-
「
踊
り
連
」
「
み
こ
し
連
」

「
太
鼓
連
」
の
募
集

自
治
会
、
職
場
、
グ
ル

ー
プ
な
ど

で
参
加
ご
希
望
の
か
た
は
、
「
は
が

き
」
な
ど
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

-
「
生
演
奏
連
」
へ
の
参
加
の
募
集 市役所代表龍話

回22-4100
困25-4100

m 
o 
)> 

「
上
田
わ
っ
し
ょ
い
」
の
生
演
奏

(
楽
器
、
合
唱
)
に
参
加
さ
れ
る
か

た
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
者
は
観
光

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連鼓太連しみも
項

主
要

M
V
-
z
 

四
府
組
伊

(
仮
称
)
う
え
だ
女
性
プ
ラ
ン

推
進
委
員
会
委
員
の
公
募

企
画
課
(
固
⑫
5
1
1
2
・
岡
⑧
4
1
0
0
)

「
う
え
だ
女
性
プ
ラ
ン

E
」
を
効

果
的
に
推
進
し
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
を
図
る
目
的
で
、
(
仮
称
)

う
え
だ
女
性
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
を

設
置
し
、
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

マ
審
議
事
項
①
女
性
プ
ラ
ン
の

推
進
に
関
す
る
こ
と
②
女
性
に
関

す
る
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
方

策
に
関
す
る
調
査
、
研
究
お
よ
び
助

言
に
関
す
る
こ
と
マ
応
募
資
格

市
内
在
住
か
勤
務
の
満
初
歳
以
上
の

か

た

マ

公

募

2
名

マ

任

期

8
月

1
日
i
平
成
ロ
年

3
月
白
日

マ
応
募

7
月

2
日
制
ま
で
に
企
画

課
女
性
政
策
担
当
「
(
仮
称
)
う
え

だ
女
性
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
」
係
へ

『
上
田
市
エ
コ
ス
ト
ア
制
度
」

開
始
し
ま
す

環
境
業
務
課
(
固
⑫
0
6
6
6
)

環
境
保
全
、
ご
み
の
減
量
化
に
独

自
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
小
売
庖

等
を
、
上
田
市
エ
コ
ス
ト
ア
と
し
て

認
定
し
、
そ
の
取
り
組
み
内
容
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
お
庖
の
利

用
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
推
奨
し
ま
す
。

以
下
の
認
定
条
件
に
あ
て
は
ま
る
お

庖
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

マ
認
定
条
件
(
次
の
各
号
の
う
ち

①
を
必
須
条
件
と
し
、
他
に

1
項
以

上
を
実
施
し
て
い
る
小
売
庖
等
と
す

る
)
①
白
眉
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃

棄
物
の
減
量
努
力
と
適
正
処
理
②

包
装
材
、
袋
等
の
簡
素
化
な
ど
過
剰

包
装
の
自
粛
③
び
ん
・
缶
な
ど
の

空
き
容
器
、
乾
電
池
等
の
回
収
拠
点

④
エ
コ
マ

l
ク
商
品
等
の
再
生
商

品
の
利
用
と
販
売
促
進
⑤
そ
の
他

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
の
推
進
に

寄
与
す
る
取
り
組
み
マ
申
し
込
み

環
境
業
務
課
(
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

1
階
)
で
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

''fra
咽
司

a
E血
、

E
R
h
w駈
.
一
不
用
晶
に
な
っ
た
も
の
、
ほ
-

固
園
一
U
U
前
古
脱
出
円
一

因
圏
一
'0
)
へ
ご
連
絡
を
。

不
用
品
の
登
録
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
無
料
の
も
の
の
み
で
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
登
録
期
間
は

6

か
月
で
す
。

マ
毛
糸

マ
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー

マ
コ
ン
ポ
ス
タ
ー

マ
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー

ウ
ェ
ア

(
M
サ
イ
ズ
、
秋
冬
用
)

マ

マ
タ
ニ
テ
ィ

l
パ
ジ
ャ
マ

(
M
サ
イ

ズ
、
秋
冬
用
)
マ
サ
ウ
ナ

マ
学

習
机
マ
ベ
ヒ

l
布
団

マ
加
湿
器

マ
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ぶ
ろ
(
大
き
さ

1
・
5
人
用
)
マ
ス
キ

l
キ
ャ
リ

ア

マ
灯
油
タ
ン
ク
(
初

t
、
野
外

用
)
マ
除
湿
器
マ
せ
っ
け
ん

マ
玩
具
(
女
の
子
用
)

マ
ギ
タ
ー
マ
ベ
ビ
ー
カ
ー

(
A

型、

B
型
)
マ
パ
ソ
コ
ン
用
机

マ
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
(
辺
イ
ン
チ
)

マ
本
棚
マ
幼
児
・
子
ど
も
ブ
ラ

ン
コ
マ
外
用
流
し
台

マ
こ
い
の

ぼ
り
(
団
地
サ
イ
ズ
)

マ
ベ
ッ
ド

(
二
段
、
ダ
ブ
ル
)
マ
ガ
ラ
ス
テ
ー

ブ
ル
マ
自
転
車

マ
ワ
ー
プ
ロ

マ
湯
沸
か
し
器
(
都
市
ガ
ス
、
プ
ロ

パ
ン
)
マ
ベ
ヒ

l
ベ
ッ
ド
マ
田

植
え
機

マ
テ
レ
ビ
マ
介
護
用
ベ
ッ

ド

マ
サ
イ
ド
ボ

l
ド

マ
ゴ
ル
フ

セ
ッ
ト
マ
犬
用
サ
ー
ク
ル
マ
子

ど
も
服
マ
編
み
機
マ
三
輪
車

マ
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
l
ト
マ
冷
蔵
庫
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.7月の粗大ごみ回収日

7月18日(土)…クリーンセンター駐車場
回収時間は午前10時~正午。処理費用(実費)がかかります。



3億4，837万円

9./，;' 
ド品、

64億7，642万円

20億9，610万円25億3，992万円費生得i

2億7，489万円

31億9，395万円40億3，493万円農林水産業費

〆
d
p
a
少
計
同
:
'

29億6，089万円

3億4，873万円

42億 373万円

費

費

ム一品

手主

議178億5，717万円

6億3，165万円

2億2，146万円

3億1，244万円

181億4，914万円

6億2，880万円

2億2，000万円

3億1，244万円

与

利子 割交付

地方消費税交付金

特別地方消費税交付金

譲方地

76億 680万円費生民

5，480万円

2億8，795万円

46億5，706万円

4，000万円

2億8，795万円

46億 373万円

自動車取得税交付金

2億7，767万円費働労税

2，702万円

9億6，671万円

277万円31億31億6，817万円費工商7億4，591万円

23億 96万円

2，600万円

10億4，624万円

7億7，851万円

43億5，503万円

付コ‘て..x.. 方山
山

E
+
E

ゐ，

金出支国
86億5，789万円141億6，885万円費木土

金出支 7億5，933万円

1億6，648万円

20億6，593万円

1億4，916万円

県

9億6，330万円9億6，675万円費防;自入収産目オ

4，346万円7，522万円

7億3，995万円

5億 912万円

金附寄

市
で
は
、
皆
さ
ん
に
財
政
状
況
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
上
半
期
と
下
半

期
の

2
回
、
定
期
的
に
内
容
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
9
年
度
下
半

期
の
会
計
別
収
支
状
況
、
地
方
債
現
在
高
、
一
時
借
入
金
、
市
有
財
産
の
状
況
に
つ
い

て
で
す
(
平
成
叩
年
3
月
別
日
現
在
。
万
円
未
満
は
四
捨
五
入
し
て
あ
り
ま
す
)
。

40億9，708万円52億1，427万円費育教

588万円7億金入国間木

4
V吟
川
叶

46億8，997万円601万円47億費債公912万円5億金越繰

5億7，051万円

21億1，340万円

329億3，131万円

29億5，969万円

103億1，250万円

472億5，941万円

入収諸
0円2，358万円費備予

{責市

368億6，163万円472億5，941万円計
，会、
Eコ出歳計.6.. 

Eコ入歳

※民生費、 農林水産業費、 商工費および土木費には、前年度
繰越明許費繰越額を含む

※国庫支出金、県支出金、繰越金および市債には、前年度繰越
明許費操越額を含む

離瞳彊盤購騒騒櫨機謬離翠翠盤機離雛冨樫盤機譜櫨盤謹盤露掴瞳

1億9，523万円1，630万円2億 386万円土地取得事業

塩田有線放送
電話事業

国民健康保険事業

E~ ... ~重富司曽園

5，843万円6，256万円6，940万円
458億4，589万円

278億7，374万円

737億1，963万円

一般会計

特別会計

(合計〉 53億3，497万円

交通災害共済事業

福祉事業
センタ 事業

老人保健事業

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

庫

4，742万円

53億5，424万円

5，792万円

63億2，615万円

5，790万円

9，394万円7，130万円9，619万円

E置軍盟国

62億8，928万円

l億1，279万円

210万4，078nl
30万5，937nl

1，891万2，752n[

90億6，401万円

業

一築
業
一
業

事

一新
事
一
事

は
一
完
付
一
道

Hn
一が
巳
茎
三

Unu

落

一区一一日
一
-ノ

集

一地
等
一
下

業

一和
金
一
共

農

一同
;

公

'
e
e
 

1億9，734万円1億5，697万円1億9，775万円

48億9，531万円17億3，211万円76億6，142万円23万6，463nl
6万9，706nl

積 立 金

有価証券

土 地

建 物
山林

住 宅

(敷地)

(建物)

16億3，412万円

85倍¥9，010万円

4億 760万円

97億9，791万円

31億9，743万円

5，318万円8，913万円8，913万円業事士者車馬主

2億 863万円円n
H
U
 

3億6，903万円市街地再開発事業--置霊童

217億8，258万円

※土地取得事業、農業集落排水事業およひ公共下水道事業には、前年度繰越明許
費繰越額を含む

公#:fé.~lf/~...

165億3，823万円280億6，617万円言十A 
Eコ

73億5，000万円

※収益的収支

事業の経常的な経営活動の

収入支出を示すものO

※資本的収支

将来の経営活動に備えて行

う建設改良、現在の経営活動

に用いられている施設にかか

る企業債償還金などの収入支

出を示すものO

※水道事業には、前年度建設改良費の繰越額を含む

収入 支出

企業名 (予算現額) (予算現額)
※ 

(収入済額) (支出済額)

資本4支的R 
。 800万円

産院事業 。 671万円

水道事業
11億 4，463万円 20億 1，247万円

8億 7，864万円 14億 9，900万円

収入 支出

企業名 (予算現額) (予算現額)
※ 

(収入済額) (支出済額)

収益収的支 産院事業
2億 9，189万円 2億 9，189万円

2億 7，494万円 2億 7，880万円

水道事業
20億 4，391万円 20億 5，159万円

20億 7，725万円 19億 9，430万円

10.6.16 [7J 



一一一

新しい下水道指定工事庖およびを指定

浦野南団地分譲
指定給水装置工事事業者

排水設備工事および給水装置工事は、市で指定した業者でないと

希望者はどうぞ 施工できません。指定業者は市への申請手続き・工事等をいっさい

県住宅供給公社では浦野南団地を分譲
代行しますので、工事の申し込みは指定業者へ直接依頼してくださ

します。募集形態は自由設計方式による -新たに指定した下水道指定工事庖
分譲住宅です。詳しくは県住宅供給公社 関;三国闘鴎 関図悶悶悶悶 悶悶悶闘
分譲課までお問い合わせくださ ¥.¥0 側アサヒ興業 小県郡真田町大字本原3388-1 72-3414 

マ募集期間 6 月 26 日陰)~7 月 6 日 (月) (欄 旭 商 エ 上田市大字古里42-29 24-0610 

マ募集戸数 13戸 (うち地域優良分譲
浅開設備 (槻 上田市大字古里1989-13 25-0138 
安藤建設 側 上田市大字新町273 38-2338 

住 宅5戸〉 マ問い合わせ 県住宅供給 情)石塚設備 小県郡真田町大字長4197-2 72-2898 
公社分譲課〈圃026-227-1211) 石 巻 吾E凡又， {庸 小県郡真田町大字傍陽745-1 73-2021 

側上回開発 上田市大字国分1116-1 23-1084 

氏名にも 5 書き 工 一
(有)上野設備事務所 小県郡東部町大字和213-6 36 -4 1 86 

もの枚 ママ夫ぁ エ雇 (有)内田商会 小県郡長門町大字大門96 68-2170 

- うを以内 4 応募格応資 をな白。 ツ
(株) 衛 ~Jf 上田市大字御所33ト10 27-4007 

ふ 1 日 O募霊 教 た セ2麗 宅正巨.. 己ョr 多 掴Z 業 上田市大字築地157-1 24-2378 

り 枚用紙を 本文 (字詰O え の 2 イ
協同設備 (槻 埴科郡坂城町大字中之条993-7 82-5770 
(有)黒沢工務所 上田市大字本郷1267-4がー て震 6 を 38-2159 

なで人 く | づ 備)児玉設備 埴科郡坂城町大字上五明656-1 82-3803 

、 '--.../ 1 め①育在住 だづ 3 妻〈 (有)住設フジタ 小県郡東部町大字鞍掛946-5 62-4686 
情)西武住設 上田市大字上回3166-11 22-3384 

住所 つけ、 ②作品 点0 稿用紙原3 A4 いさ りく 5l 課E健手阜防 しごU 
情)関設備工業 北佐久郡立科町大字山部1325-1 0267-56-2861 

発未表 縦判 。の 7 ま
壮 建 吾Bn又， {庸 上田市大字御所77-4 23-8317 

L 話番電題名 の 1 す
情)ドーム管工 小県郡真田町大字傍陽11499-2 73-2010 

の のか 矢恵口 υE (有)ニ幸建設 よ田市緑が丘2-9-4 23-9797 

上の i横た や!旦 一一一
側ネオパール長野 上田市大字小泉469-1 27-7784 
(有)長谷川設備 上田市大字殿城1015-3 27-4952 

課 6ろ購 でまマ号、
制浜村建エ 上田市大字中之条358-1 22-9556 
マキノ商会 上田市中央4-18-38 23-2720 
ワイエス技建 上田市大字芳田1380-121 36-0606 

上 白同1創造館目 月8 の時

に募応齢年
-新たに指定した指定給水装置工事事業者

健厚保 7 職業
重量国国商産駒←島 持 総. 薗図園間 置 悶悶悶鴎長
喜 多 盟Z 業 よ田市大字築地157-1 24-2378 

予課防 月10 
(有)関設備工業 北佐久郡立科町大字山部1325-1 0267-56-2861 
情)一幸建設 上田市緑が丘2-9-4 23-9797 

(金日)性別 (有)住設フジタ 小県郡東部町大字鞍掛946-5 62-4686 
株)田中商会 上田市大字住吉270-4 22-5929 

本消防込マ ~I ~ 霊 へ(必着)記入のを
備)上野設備事務所 小県郡東部町大字和213-6 36-4186 

※今回掲載したのは新規に指定された業者です。すべての指定業者名をお知りになりたい
みさ 9 場合は、計画管理課庶務企画担当(困1853)までお問い合わせくださ L¥0 

‘- 一

税= 司

功ワ

し ン ド.({:貝主
ポ
イ がン

⑥ ト
圭ロ，刃1:.¥ 

# 照を"'" 
め
り

れ
1・ 表1問
5い 止早ノ~ 

dわロh 

せ

務課税

所
に
言
い

談
委
員
を

v

つ
ん
}
い
v

つ

いま時月
O すに第
の、 2
で上月

税税去
は
。

与
か
ら
差

)
か
、
自

収
)
か
に

収
の
場
合
)

J

、
特
別
減

一
ら
来
年
5

一
し
ま
す
。

事
業
所
得

ぷロの
納
付
に

げ
控
除
(
第

-
い
分
は
第

さ
れ
ま
す
。

(
固
⑫
5

[8J 70.6.76. 

7月 4日(出…ツルヤ岩下庖、マツヤ上田庖 (川西)、社会福祉協議会東側駐車場
7月11日(土)…西友秋和庖、西友三好町庖、 Aコープコア塩田庖

7月18日(土)…マツヤインター庖、やおふく上堀庖
7月25日(土)…ジャスコ上田庖、しおだ野ショッピングセンター



お知らせ

1期

便利で確実な口座振替のご利用を

納期限6月30日(火)

-市 県民税

固
定
資
産
の
実
地
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

税
務
課
資
産
調
査
係
(
固
⑫
8
2
4
0
)

固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
家
屋
や

償
却
資
産
の
評
価
額
に
応
じ
て
、
所

有
者
に
公
平
に
負
担
し
て
い
た
だ
く

税
金
で
す
。

税
務
課
で
は
土
地
・
家
屋
・
償
却

資
産
の
内
容
が
正
し
く
課
税
台
帳
に

登
録
さ
れ
る
よ
う
一
年
を
通
じ
て
実

今月
の
納税

地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
職
員
が

調
査
に
伺
っ
た
と
き
は
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
職
員
は
身
分
証
明
書

と
固
定
資
産
評
価
補
助
員
証
を
所
持

し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

不
正
改
造
車
の
排
除
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

交
通
対
策
課
(固
⑫
5
1
2
9
)

6
月

1
日
か
ら
却
日
ま
で
の

1
か

月
間
「
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
運

動
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

不
正
改
造
車
は
道
路
交
通
の
秩
序

を
乱
す
と
と
も
に
、
大
気
汚
染
や
騒

音
な
ど
の
環
境
問
題
を
引
き
起
こ
す

原
因
と
な
る
な
ど
社
会
的
な
問
題
に

相 談 名 日 時 会場など

7月10日後)

法 律 相 きロ火火 13:30'" 15:30 
市役所(予約制) 7月24日佳) 生活環境課

13:30"'15:30 (本庁舎 1階)

土地建物相談
7月9日(木)

⑫ 岱4 13:00"'" 16:00 

人権・悩みごと相談
7月2日(木) 人権庁同和対策課) 
13:00"'" 16:00 O (南舎 1階

農地問題相談
7月 1日(7.1<) O 農業委員会
8 :30"'17:00 (本庁舎2階)

fT 政 相 談
7月13日(月)

上田西武10:00'" 15:00 

心配ごと相談
毎週火曜日
1 0:00'" 15:00 

福祉よろず相談
毎週月~金曜日
9 : 00""'16 : 00 

社(ft会@福8祉O協8議O会) 
法 f章 キ目 呈ロ火火 7月18日(土)

(予約制) 10:00'"正午

児 重 キ自 談
毎週土曜日

13 : 30"'15 : 30 

市吉 婚 相 吾ロ叫9ご4 
毎週水曜日

社(岱会⑫福3祉O協8議2会) 10 : 00"'15 : 00 
法 律 中目 S説~ 7月14日(火)

(予約制) 10:00"'11 :30 
上(ft回@商4工5会O議O所) 

保険年金相談
毎週月~金曜日
9 :00'" 16:00 

市 民 中目 =砂;111'ミ
毎週月~金曜日 生活環境課

交通事故相談 9 :00""'16:00 市 (本庁舎1階)

~I(. m 相 吾耐Jεと 毎週月~金曜日
役 (ft@)福2祉O課00) 9:00"'16:00 

母 子 キ目 呈ロ9火4 
毎週月~金曜B 所 福祉課
9 :00，.，.，16:00 (内線1608)

毎週月~金曜日
高齢者職業相談室

高齢者職業相談 (上田パートサテライト内)
8 :30""'17:00 (岱③8011 ) 

保育・子相育談て)相 談 毎週月~金曜日

子育部(包保て@育支3援園0セ内9栢ン6談タ)一(電話 9 : 00""'16 : 00 
保育・子育て相談 毎週火・木曜日

南 室

(面接相談) 9 :00'" 16:00 

月の相談

な
っ
て
い
ま
す
。
不
正
改
造
車
の
排

除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

住
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役

地
域
女
性
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l
タ
i

企
画
課

(圃
⑫
5
1
1
2
)

知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
コ
ミ
ュ

ニ

ケ
l
タ
l
は
地
域
の
人
び
と
と
の
身

近
な
情
報
活
動
を
通
じ
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
に
励
ん
で
い
ま
す
。

任
期
は

3
年。

5
月
初
日
に
委
嘱

さ
れ
た

3
人
を
含
め
、
上
田
市
の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
l
タ
l
は
次
の

7
人
の
か

た
が
た
で
す
。

圃
第

2
土
曜
日
学
習
施
設
の
開
放

マ
と
き

7
月
日
日
出
午
前
日
時

i
正
午

マ
内

容

千

曲

川
水
系
の

小
動
物

w
i①
メ
ダ
カ
の
卵
の
観
察

②
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
顕
微
鏡
観
察

マ
参
加
料
無
料

圃
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
展

m〈
∞
『
但
『

0
2
5花
の
あ
る
暮
ら
し
j

マ
と
き

7
月
口
日
働

i
m
日
間

午
前
9
時
l
午
後
4
時
加
分
(
最
終

日
加
日
間
は
午
後
4
時
ま
で
)

マ

入
場
料
無
料

-
第

2
土
曜
日
・
第

4
土
曜
日

『施
設
無
料
開
放
』

7
月
日
日
と
同
お
日
は
小
・
中
学

生
と
同
伴
の
保
護
者
の
か
た
は
、
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
、
民
俗
資
料
館
、

体
育
館
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

マ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

l
タ
l
(あ
い
う
え

お
順
)
一
之
瀬
種
子
さ
ん
、
神
固

ま
さ
み
さ
ん
、
久
保
田
京
子
さ
ん
、

中
沢
優
子
さ
ん
、
福
沢
佳
子
さ
ん
、

元
木
幸
子
さ
ん
、
山
口
春
香
さ
ん

市
長
の
資
産
等
報
告
書
の

閲
覧
が
で
き
ま
す

秘
書
課
(
固
⑫
3
4
3
5
)

「
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
上

田
市
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る

条
例
」
に
基
づ
き
、
市
長
の
資
産
等

報
告
書
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。
閲
覧

希
望
の
か
た
は
秘
書
課
へ
ど
う
ぞ
。

二コ
講座名 実施日 対象者 定員 受講料 申し込み(電話で)

表計算・ エクセ 7月9日制・10日幽・1o日休)・17日幽lo歳以上でキーボード・ 20名 6000 7月1日(7)<)

ル4日間コ ース 午後 6時30分~ 9 時四分 マウスを担えるかた 円 午前9時から

ブラインドタッチ・口一7月11日(土)・18日(土)・25日(士)16歳以 上 20名 5000 7月4日(土)

マ字入力3日間コース 午前10時~正午 の初心者 円 午前9時から

親子パソコン 7月12日(日) 小 ・中学生 20名 500 7月4日(封
事女

F主ιー，

午前9時30分~午後3時30分 の子と親 円 午後1時から

基礎入門 2日 7月14日伏)・15日(水) 16歳以上 20名 1000 7月5日(日)

間コ ー ス 午前9時~正午 の初心者 円 午前9時から

基礎入門 1日 7月19日(日) 16歳以上 20名 1000 7月5日(日)

コ ー ス 午前9時~午後4時 の初I心者 円 午後1時から

パソコン教室

.ウィークエンドリサイクル 7月の日平呈
回収時間は午前10時~正午 (時間厳守)。 家庭のびん、缶、

古紙、古布が出せます。アルミ缶は、つぶして出しましょう。
10.6.16 [9J 



中央公民館固⑫0760

とき 内 硲nそ可 講 自市

7月27日(月) 「考えることjから 「共に生きることJヘ 白戸 洋さん(松商学冨短期大学講冊

8月2日(月) 日本語教育をとりまく状況 大橋敦夫さん(上田女子短期大学助教1受)
8月24日(月) 日本語の基礎 1 大橋敦夫さん

9月14日(月) 日本語の基礎2 大橋敦夫さん

9月28日(月)日本語指導法 1 大橋敦夫さん

10月5日(月) 日本語指導法2 大橋敦夫さん

10月19日(月)指導上の留意点・問題点 野池元基さん(草の根の国際交流を考える~

10月24日(土) 日(公本語開講で座生活) してみて 大市橋内敦在夫住さのパ外ノ国(コのーかデ‘たィネイター)

11月2日(月) 日本語指導法3 大橋敦夫さん

11月9日(月)日本語指導法4C模擬指導) 大橋敦夫さん

日本語で国際交流/

日本語指導ボランティア養成講座
外国のかたに日本語を指導するボ ・日本語指導ボランティア養成講座日程

ランティア養成の講座を開講しますO

マ時間 午後2時'"'-'3時30分 マ

ところ 中央公民館 マ定員 30人

(先着順) マ受講料 テキスト代

500円 マ申し込み 7月6日開)か

らテキス ト代を添えて中央公民館へ

(午前9時~午後5時、土・日曜日

を除く ) マその他 日本語教育能

力検定試験のためのカリキュラムで

はありません。

ス
ク
リ
ー
ン
の
な
い
映
画
館

マ
ル
セ
太
郎
の
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

7
月
8
日
劇
午
後

7
時
開
演

文
化
会
館
ホ
!
ル

前
売
り

教育映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の
上
続
と

倍
賞
千
恵
子
さ
ん
講
演
会
開
催

生
涯
学
習
課
(固
⑫
5
1
0
3
)

上
田
市
青
年
団
体
連
絡
協
議
会
が

発
足
し
て
初
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記

念
し
て
、
上
田
市
が
ロ
ケ
地
に
な
っ

た
映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ

i
寅
次
郎

純
情
詩
集

i
」
の
上
映
と
倍
賞
千
恵

子
さ
ん
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

6
月
幻
日
出
午
後

2
時

開
演
(
午
後

1
時

加

分

開

場

)

マ

と
こ
ろ
上
田
映
劇
マ
入
場
料

2
5
0
0
円

マ
チ
ケ
ッ
ト
販
売

上
回
映
劇
、
琴
光
堂
楽
器
庖
、
上
回

西
武
※
実
行
委
員
も
募
集
中
で
す
。

ま
た
、
操
作
が
わ
か
ら
な
い
人
の

た
め
に
、
次
の
日
程
で
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
す
の

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
受
講
料
は
、

無
料
で
す
。

マ
講
習
会
開
催
日

6
月
間
日
術
・

幻
日
目
・
幻
日
出
、

7
月

2
日
肘
・
日

日
出
・
日
日
附
・
お
日
出
・
お
白
川
w
・初

日
附

(
8月
以
降
の
開
催
日
は
「
広
報

う
え
だ
」

7
月
間
日
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
)

マ

開
催
時
間
各
日
と

も
午
前
9
時

i
午
後

1
時
(
受
付
順

に
、
講
師
が
指
導
し
ま
す
)
マ
開

催

場

所

図

書
館

2
階
参
考
室

教
科
書
展
示
会
開
催

上
回
教
育
事
務
所
(固
⑫

1
2
6
0
)

上
小
地
区
の
小
中
学
校
で
使
用
し

て
い
る
教
科
書
を
中
心
に
、
小
・
中
・

高
等
学
校
の
教
科
書
を
展
示
し
ま
す
。

マ
と
き

6
月
初
日
山
田
j

7
月
比

日

ω午
前

9
時
j
午
後

5
時
(
た
だ

し、

6
月
幻
自
由

-m日
側
、

7
月

5
日
目
・
日
日
出
・
ロ
日
目
は
休
館
)

マ
と
こ
ろ

小
県
上
田
教
育
会
館

内
「
上
小
教
科
書
セ
ン
タ
ー
」
(
上

田
市
大
手

2
1
7
l
U
)

お
母
さ
ん
の
た
め
の
絵
本
入
門

講
座
(
鈎
年
前
期
)
受
講
者
募
集

図
書
館
(固
⑫
0
8
8
0
)

図
書
館
で
は
、
お
母
さ
ん
が
た
を

対
象
に
、
子
ど
も
と
楽
し
む
絵
本
の

ハーブを
楽しむ会

ハーブの香る洋館で爽やかなひとときを・.

選
び
方
を
中
心
と
し
た
「
絵
本
入
門

講
座
」
を
聞
き
ま
す
。

マ

と

き

①

6
月

μ
日
附
②

7
月

1
日
術
③

7
月
9
日
偏
④

8
月
刊
日

側
、
午
前
日
時

1
日
時
マ
と
こ
ろ

図
書
館
マ
講
師
山
浦
美
幸
さ

ん
マ
定
員
初
人
(
先
着
順
)

マ
申
し
込
み

6
月
幻
日
目
ま
で
に

図
書
館
ヘ
マ
お
子
様
連
れ
の
か
た

へ

お

子

様

1
人
に
つ
き
、
保
険
料

な
ど
実
費

8
0
0
円
が
必
要
で
す
。

託
児
は
講
座
隣
室
ま
た
は

1
階
和
室

で
行
い
ま
す
。

史
跡
め
ぐ
り
「
飛
騨
高
山
へ
い

参
加
者
募
集博

物
館
(困
⑫
1
2
7
4
)

I
I
I
l
l
i
-
-刻
叶
d
引
引
I
l
l
--
I
l
l
i
-
-

先
ご
ろ
開
通
し
た
安
房
ト
ン
ネ
ル

を
通
っ
て
飛
騨
の
高
山
市
と
国
府
町

へ
行
き
ま
す
。

マ
と
き

6
月
お
日
目
午
前

7
時

日
分
上
田
駅
前
出
発
、
午
後

7
時
帰 7月25 日(土)午後 2~ト4時

旧宣教師館(下之郷・リサーチパーク

じ〉参加料一人500円
b定員 30人(先着順)
じ〉講師深町和子さん

じ〉内容 ハーブの作り方、効能のお

話など(手作りハーフゃクッキー付きテ

ィータイムあり)

b申し込み 6月24日(金)から文化課

(固⑫5102)で受け付けます。

図
書
館
で
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

図
書
館
(固
⑫
0
8
8
0
)

図
書
館
で
は
、
パ
ソ
コ
ン

2
台
を

置
き
、
世
界
じ
ゅ
う
の
情
報
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」

が
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し

ま
し
た
。
使
用
料
は
無
料
(
た
だ
し
、

プ
リ
ン
ト
す
る
場
合
は
、

1
枚

1
0

0
円
で
す
)
。
利
用
で
き
る
時
間
は
、

図
書
館
開
館
日
の
午
前

9
時
か
ら
午

一
般

2
5
0
0
円
/
高
校
生
以
下
1
5
0
0
円

ノ
麦
5
時
ま
で
。

(当
日
券

5
0
0
円
増
し
)

チ
ケ
ッ
ト
販
売

上
回
西
武
・
琴
光
堂
楽
器
庖
ほ
か

問
い
合
わ
せ

文
化
課
(固

@
5
1
0
2
)

着

マ

参

加

料

5
5
0
0
円

マ
定
員
先
着
卯
人
(
パ
ス

2
台
)

マ
申
し
込
み
参
加
料
を
添
え
て

博
物
館
ヘ

マ
そ
の
他
昼
食
は
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

.史跡めぐり見学先

飛騨国分寺大きな塔心礎(史跡)本堂(童文)薬
師如来坐像(同)三重塔 (県指定)
大イチョウ(天然記念物)ほか

飛騨の里 古民家旧若山家 (童文) 旧田中
家(同)旧国口家 (同)旧吉真家
(同)ほか

照蓮寺 本堂 (童文)党鐘 (県指定「建武
元年・・・飛州安国寺」の銘)ほか

高山屋台会館 (重民・屋台展示)

日下部家(童文) [自由見学]
吉島家 (童文)

安 国 寺 経 蔵 (最古の八角i緑 、国宝)

博
物
館
郷
土
誌
シ
リ
ー
ズ

「
上
回
・
小
県
の
文
学
碑
」
発
刊

博
物
館
(固
⑧
1
2
7
4
)

博
物
館
で
は
、
上
田
小
県
地
方
の

和
歌
・
狂
歌
・
俳
句
・
漢
詩
・
近
代

[10J 

圃入場料 3，000円(全席自由)

Eチケット販売 上田西武・琴光堂楽器庖ほか

圃問い合わせ 文化会館(固⑫0760) 10. 6.16 

1十川間なたに一東京一一団
6月26日(金)午後 7時開演 文化会館ホール



bとき 8月18日"-'10月27日の火曜日 10回、午前 9時

30分"-'11時30分 bところ 上田スター商会神川ゴルフ

ガーデン じ>対象市内在住か在勤の一般女性 b定員

30人 じ>参加料 3.000円 b申し込み 6月22日(月)

r..J7月31日(到に参加料を添えて体育課へ

女性ゴルフ教室(秋期)

体育課固⑫51 05 
弓道教室(後期)

bとき 8月4日r..J10月27日の火曜日 13回、午前10時
"-'11時30分または午後6時30分"-'8時のいずれか 1回

bところ市営弓道場 じ>対象市内在住か在勤の一般

男女 じ>定員 30人 じ>参加料 3.000円 b申し込み

6月16日伏:)'""-'7月24日倹)に参加料を添えて体育課へ

いよいよプールの季節/

市民プールオーブンします
プール 期間・時間 料 金

上田公園
6月27日(土) 大人 120円(6回綴り回数

プール
----9月6日(日) 券600円)/中学生以下

固⑫9814
午前9時~正午 60円(6回綴り回数券 300
午後1時----4時30分 円)/未就学児童無料

自然運動公園
6月27日(土) 大人 280円(6回綴り回数

プール
，，:， 9月6日(日) 券1400円)/中学生以下

!illl@6200 午前9時~正午 130円(6回綴り回数券 650
午後1時----4時 円)/未就学児童無料

上回公園・城下 7月1日(水)

-材木町 ----8月31日(月) 無 手ヰ

ちびっこプール 午前9時~午後4時

第19回市民チャリティーコ》フ大会
bとき 8月1日仕)・2日(日)・ 3日目) [>ところ グラ

ンステージカントリークラブ丸子コース [>対象 市内在

住か在勤の一般男女 じ>種目 ①一般の部②シニア・レテoィ

スの部、 18ホールストロークプレイ・新ぺリア(開催日ごと)

b定員 各日とも300人(75組) じ>参加料 3，000円

(うちチャリティー分1.000円) [>申し込み 所定の用紙

に参加者氏名・住所・部門別・参加日を記入し、参加料

を添えて申し込んでください (電話での申し込みはできま

せん)。 なお、定員になり次第締め切ります。 また、原則

として申し込み後のキャンセルは認めません。[>受付開

始 6月29日(月)午前8時30分"-'10時 じ>受付場所上田

勤労者体育センタ-2階会議室 ※6月29日(月)午後 1時

からは、教育委員会体育課で受け付けます。 じ>その他

プレーフィーは、 1日出・ 2日(日)は14，500円、 3日目)は

10，500円です。なお、セルフプレー希望者は、 1日出・ 2
日(日)は13，000円、 3日(月)は9，500円です。(すべて食事別)

市夏休み中、7月25日1'V8月19日は毎日営業
民 コ十ト2台、バ yテリー力一出胞が

入りました。

の マ開設時間午前9時~午後4時 マ使用料

コ轟之 1周100円、回数券1，000円 01回券) マ聞い

有司t 合わせ 市民の森ゴーカート場固@9396

ゴ
I 
カ
I 
ト
場

夏休み学童スポーツ大会
[第20回学童野球大会]

8月2日(日)，，-， 6日附市営野球場・市営染屋台グランド

[第15回女子学童綱引き大会]

8月9日(日) 市民体育館

b申し込み 両大会とも 6月16日伏:)"-'7月17日後)に参

加料を添えて体育課へ じ>抽選会 ①野球は 7月23日(桐

②綱引きは7月24日(鎖、いずれも午後 7時から勤労者体

育センタ-2階会議室 [>その他 詳しくは、各地区育

成会長さんに開催要項を送付いたしますのでご覧ください。

第3岡上岡市民水泳大会
※詳細は、「広報うえだJ7月16bとき 8月30日(日)

日号でお知らせします。

薬
物
乱
用
防
止

稜
発
用
様
語
募
集

上
田
保
健
所
環
境
衛
生
課
(固
⑧
1
2
6
0)

長
野
県
、
長
野
県
薬
物
乱
用
対
策

推
進
協
議
会
で
は
、
薬
物
乱
用
の
も

た
ら
す
恐
ろ
し
い
弊
害
を
周
知
し
、

薬
物
乱
用
防
止
思
想
の
普
及
を
図
る

た
め
、
薬
物
乱
用
防
止
啓
発
用
標
語

を
募
集
し
ま
す
。

マ
標
語
の
テ

l
マ

①
薬
物
乱
用

を
訴
え
る
も
の
②
乱
用
薬
物
の
社
会

(
生
活
)
環
境
か
ら
の
追
放
を
訴
え

る
も
の
③
薬
物
乱
用
撲
滅
運
動
の
推

進
を
訴
え
る
も
の
マ
応
募
作
品

(
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
)
を

書
い
た
用
紙
に
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

上
田
保
健
所
(
干

3
8
6
1
0
0
1

4
上
田
市
材
木
町

1
1
2
1
6
)

へ

持
参
ま
た
は
郵
送
マ
募
集
期
間

8
月

μ
日
叩
ま
で

10.6.16 

詩
な
ど
を
刻
ん
だ
文
学
碑
を
、
写
真
・

拓
本
と
あ
わ
せ
て
紹
介
し
た
「
上
田
・

小
県
の
文
学
碑
」
を
刊
行
し
ま
し
た
。

執
筆
は
小
宮
山
一

二
三
、
矢
羽
勝
幸

の
両
氏
で
す
。

郷
土
の
文
学
史
か
ら
み
て
も
興
味

深
い
内
容
の
冊
子
で
す
。
ご
購
読
を

お
す
す
め
し
ま
す
。
お
求
め
は
、
博

物
館
窓
口
ま
で
(
郵
送
も
可
)。

マ
頒
価

6
0
0
円

(A
5
判
位

ぺ
i
ジ
)

「

i
J

aEE--

aι

，E
・

「
l
l
L



『
休
日
・
夜
間
の
医
療
情
報
』

は
上
田
中
央
消
防
署
(
固
⑫
0
1
1
9
)
・
上
回
南
部
消
防
署
(
固
⑧
0
1
1
9
)
ヘ
問
い
合
わ
せ
を
。
診
察
可
能
な
医
療
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。
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E D U G H 

ド
T L A E H 

年に 1回

飲料水の
l 健康推進課 l 

(健康推進課・1芸たきり老人をささえる家駒会 E防 5131)

bとき 7月10日(金)午前10時30分~正午 bところ

室賀温泉『ささらの湯」 じ>内容 ①体操(講師…

体育指導委員〉 ②話し合い じ>その他 当日は、動

きやすい服装でお出かけください。

.食中毒が多発する季節です
(健康推進課

0-157に気をつけよう./ ~8244) 

(健康推進課
・お産の不安を和らげる「母親学級J

直陶8244)

お産に対する不安を和らげ、安心して丈夫な赤ちゃ

んを産み育てていくためのお手伝いをさせていただく

母親学級です。予約は不要ですので、直接どうぞo

[>対象 妊娠中のかた(出産予定日 :平成10年10月・

11月) [>ところ 塩田母子健康センタ ー (固⑬31 

49) [>持ち物母子健康手帳・筆記用具 じ>その

他テキスト代500円

・母親学級の日程と内容

回 月日 内容

自己紹介(仲間づくり)
7月8日(7j<) お母さんの栄養・赤ちゃんの栄養(母乳

のお話・おっぱいの手入れ)

妊婦体操と呼吸法(実演)
2 7月15日(水) お母さんと赤ちゃんの歯を守るために

(実演)

3 7月22日(水)
赤ちゃんの生活と保育
赤ちゃんのおふろの入れ方(実習)

※時間は午後1時30分""'4時(受け付けは午後1時から)です。
※2回目の持ち物は、ハブラシ、コップ、手鏡です
※第2子以降の出産をされるかたも参加できます。ただしお子
さん連れの参加はご遠慮、くださL、。

.0-157とは…

大腸菌のうち病原性を持つものを、病原性大腸菌と

呼んでいます。0-157は、その一種です0

・こんな特徴があります…

①他の菌に比べて感染力が強い。

②「べロ毒素」 という強い毒性を持っている O

③4""'9日と潜伏期間が長いため、原因となった食

物が特定しにくし'0

聞どんな症状が出るのでしょうか…

初発症状は、腹痛と水様性の下痢(かぜ様症状)で、

1""'2日すると出血性の下痢になりますO 通常、 4""'

8日で自然に治癒しますが、小児や高齢者の場合は溶

血性尿毒症候群を併発して重症となることがあります0

・予防するために・..

①調理の前後は、せっけんで手洗いをし、清潔に

しましょう O

②まな板・包丁・ふきんなどの調理器具は洗剤と流

水でじゅうぶんに洗い、熱湯や塩素剤で消毒しま

しょう O

また、生の肉や魚を切った後、洗わずにそのま

な板や包丁で果物や野菜など生で食べる食品を切

らないようにしましょう O

③冷蔵・冷凍庫には詰め込み過ぎないようにし、魚、

肉・野菜など食品ごとにわけで保存しましょう O

-保健センター(市役所南J宇舎 2階)

健康診査 実施日 生年月日

4カ月
7月6日 10.2. 1 6~2.28 

7月29日 10. 3. 1 ~ 3 .15 

10ヵ月
7月3日 9.8.16~8 . 31 

7月23日 9.9.1 ~9.15 

1歳6ヵ月
7月2日 9.1.1 ~ 1.15 

7月9日 8 .12.16~ 1 2.31 

3歳
7月 1日 7.6.1 ~6.15 

7月31日 7 . 6 .16~ 6 .30 

2歳児教室
7月7日 8.4.1 ~4. 1 5 

7月21臼 8. 4 .16~ 4.30 

-川商社会福祉センター(塩田・川西地区のかたのみ)

| 4カ月 I r=1non 10.2.16~3 . 15 
7月28日| 10カ月 I n LU U 9. 8 .16~ 9 .15 

・塩田母子健康センター(塩田・川西地区のかたのみ)

|1歳6カ月 7月30日 8 .11.16~ 9.1 .15 
※7月2日の 1歳6か月健診と 7月6日の4か月健診は、都合により『保

健ごよみ』の日程と異なっています。お間違えのないようお出かけくだ

さい。

10.6.16 

作ったものはなるべくその日のうちに食べるよう

にしましょう O

④加熱調理をする場合はじゅうぶんに加熱しましょ

う(中心部が75度で 1分以上が目安〉。

⑤井戸水や受水槽を使用している場合は、

以上の水質検査や清掃を行うなどして、

安全確保に努めましょう O

じ>受付時間 ①乳幼児健康診査(4か月児・10か月児・

1歳6か月児・ 3歳児)…午後1時""'2時 ②2歳児教室…

午後1時""'1時15分 じ>持ち物 ①乳幼児健康診査…母

子健康手帳、健康診査票、パスタオル、おむつ、赤ちゃ

ん手帳、歯ブラシ(1歳6か月児)0 4か月・10か月・ 1
歳6か月児は赤ちゃん手帳の中にある健康診査票に記入

してお持ちください。3歳児は、健康診査票と視聴覚検

査のアンケートをお送りしますので¥ご記入のうえ、お

持ちください。また、尿検査の容器もお持ちくださし'0
②2歳児教室…母子健康手帳、おたずね用紙、歯ブラ

シ、コップ、おやつ代(実費)、おやつ用はし・スプーン・

フォークなどとお皿



5月21日に行われた神科小学校 5年生による田植え

上田市では、咋年度から、市内の小学校で‘児童の体

験学習推進のため、学童農園事業に本格的に取り組ん

でいます。

この事業は、社会環境の変化に伴い、私たちの日常

生活でも自然と触れ合う機会が少なくなりつつある中

で、児童が水田での稲作の取り組みを中心として、さ

つまいも等の根菜類の栽培などにかかわり、実際の作

業体験や作物の育成過程の観察をすることで、地域の

自然環境を理解し、豊かな感受性をはぐくむことを目

的として進めているものです。

本年度(~，' すべての小学校で水田での稲作が行われ

ます。 5月に行われた田植えでは、初めて素足で触れ

る田んぼの感触に、おっかなひ、っくりの子どもたちも

いましたが、実りの季節を楽しみに一生懸命に取り組

んでいました。

市
内
の
全
小
学
校
で

田
植
え
を
実
施

体
験
学
習

農家のかたから植え方の説明を受けました

[1 3] 10. 6. 16 
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千
曲
川
市
民
緑
地
公
園

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の
愛
称
が
決
定

「
教
育
う
え
だ
」

3
月
号
で
募
集
し
ま
し
た

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の
愛
称
が
決
ま
り
ま
し
た
。

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
応
募
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。者

』
よ
-
つ

選
考
の
結
果
、
「
ハ

l
ブ
橋
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

ぱ
し

フ
場
」
と
「
小
牧
橋
マ
レ
ッ
卜
ゴ
ル
フ
場
」
に

愛
称
が
決
定
し
ま
し
た
。
入
選
さ
れ
た
か
た
が

た
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

圃
愛
称

新
し
く
で
き
た
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

ハ
l
。
フ
橋
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

小
牧
橋
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

-
入
選
者

西
沢

藤
沢

梅
原

山
辺

つ
ね
様
(
久
保
林
)

義
光
様
(
倉
升
)

蓉
子
様
(
下
塩
尻
)

芳
枝
様
(
上
堀
)

山
辺
ひ
と
江
様
(
下
堀
)

体
育
課
固
⑫
5
1
0
5

上
田
市
ビ

I
チ
ボ

l
ル
協
会
設
立

に
あ
た
り
会
員
を
募
集
し
ま
す

体
育
指
導
委
員
は

皆
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
応
援
し
ま
す

上
田
市
体
育
指
導
委
員
会
は
、
教
育
委
人
生
初
年
時
代
、
楽
し
く
輝
い
て
生
き

員
会
か
ら
任
命
さ
れ
た
初
人
の
委
員
で
構
る
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

成
さ
れ
、
各
地
区
で
の
老
人
会
、
婦
人
会
、
そ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
す
る
皆
さ
ん
を

育
成
会
、
保
健
補
導
委
員
等
の
団
体
グ
ル

l

体
育
指
導
委
員
は
応
援
し
ま
す
。

プ
で
の
体
力
づ
く
り
、
各
種
健
康
体
操
、
体
育
指
導
委
員
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
指
導
依
頼
を
受
体
育
課
(
固
⑫

5
1
0
5
)
ま
で
お
問
い

け
て
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
活
動
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

で
き
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
実
技

指
導
及
び
そ
の
企
画
、
運
営
の
指
導
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。

地
域
な
ど
で
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い

て
「
何
か
を
し
た
い
が
何
を
し
た
ら
い
い

か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
場
合
、

お
近
く
の
体
育
指
導
委
員
ま
た
は
体
育
課

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
適
切
な
指
導
と

助
言
を
い
た
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
は
、
私
た
ち
の
心
を
豊
か
に

し
、
お
お
ぜ
い
の
仲
間
と
の
出
会
い
、
健

康
づ
く
り
、
体
力
づ
く
り
、
生
き
が
い
。
つ

く
り
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

ハープ橋マレットゴルフ場

こ
こ
数
年
、
特
に
盛
ん
に
な
っ
て
き
た

ビ
ー
チ
ボ

l
ル
の
さ
ら
な
る
普
及
と
、
市

内
外
を
問
わ
ず
多
く
の
人
た
ち
と
の
交
流

並
び
に
技
術
力
向
上
を
図
る
た
め
に
、
こ

の
た
び
上
田
市
ビ

l
チ
ボ

i
ル
協
会
を
設

‘

立
し
ま
す
。

小牧橋マレッ卜ゴルフ場

多
く
の
チ

l
ム
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
、

ビ
!
チ
ボ

l
ル
の
輪
を
広
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。加

入
に
つ
い
て
の
申
し
込
み
は
、

7
月

幻
日
仰
ま
で
に
体
育
課
(
固
⑫

5
1
0
5
)

へ
お
願
い
し
ま
す
。

[14J 10.6.16 
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ーノ

7
月
は
「
青
少
年
を
非
行
か
ら

ま
も
る
全
国
強
調
月
間
」
で
す

月
間
中
、
少
年
補
導
委
員
さ
ん
を
中
心
に
、
地
域
の
青
少
年
育
成
関
係

者
も
参
加
し
、
有
害
環
境
チ
ェ
ッ
ク
活
動
や
一
日
補
導
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
子
ど
も
た
ち
に
温
か
い

目
を
向
け
、
青
少
年
の
非
行
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
補
導
委
員
さ
ん
な
ど
が
巡
回
の
際
は
、
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

上
田
市
心
身
障
害
児
就
学
指
導
委
員
会
委
員

が
決
ま
り
ま
し
た

-5月
定
例
会

5
月

7
日
附
開
催
し
た

5
月
定
例

会
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す。
審
議
事
項

一
上
田
市
心
身
障
害
児
就
学
指
導

委
員
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

ニ
上
田
市
社
会
教
育
委
員
の
委
嘱

に
つ
い
て

三
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
の
委

嘱
に
つ
い
て

四
上
田
市
山
本
鼎
記
念
館
運
営
審

任期:平成10年 4月 1日

~平成12年 3月31日

敬称略

区分| 氏省一「

柄沢但

横山良文

進

虞

東川富江

遠藤利治

飯島勇三

中村

柳;畢

学
識
経
験
者

議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

五
上
田
市
立
図
書
館
協
議
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

六
上
田
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会

委
員
の
任
命
に
つ
い
て

以
上

6
件
に
つ
い
て
は
、
一
は

任
期
満
了
に
伴
う
選
任
、

二

i
六

は
欠
員
補
充
に
よ
る
委
嘱
及
び
任

命
で
す
。

七
上
田
市
指
定
文
化
財
の
指
定
に

つ
い
て

上
田
市
文
化
財
保
護
審
議
会
の

答
申
を
受
け
、
審
議
し
た
結
果
、

「
ち
が
い
石
の
産
地
」
を
指
定
し

ま
し
た
。

大谷公子

山岸信彦

宮沢健一

万年康男

伊藤之修

北原昭弘

倉蔦勝夫

医
師

校
長

教
盟
特
殊
学
級
担
任

『上田市誌J
編さんだより⑮

A
斗

づ
/

庫

蜘
宝

胡

一

の
山
一
市

説

鈷

称

伝
独
一
間

塩
田
平
の
独
鈷
山
は
、
雨
乞
い
の

山
と
し
て
有
名
で
す
。
流
れ
出
す
水

は
、
塩
田
平
の
水
田
を
う
る
お
し
、

古
代
か
ら
、
農
業
信
仰
の
中
心
と
し

て
、
今
日
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

昔
か
ら
、
日
照
り
が
続
く
と
、
こ

せ

ん

だ

の
独
鈷
山
に
お
い
て
「
千
駄
だ
き
」

を
し
て
、
雨
が
降
る
の
を
祈
っ
て
き

ま
し
た
。
雨
乞
い
の
時
、
独
鈷
山
の

頂
き
近
く
の
龍
王
山
の
峰
で
打
ち
鳴

ね

ら
す
鐘
の
音
は
、
物
悲
し
げ
な
響
き

を
も
っ
て
お
り
、
塩
田
平
の
北
の
端
、

小
島
で
も
よ
く
聞
き
と
れ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。さ

ん
ろ
じγ

、

独
鈷
山
の
山
麓
に
は
、
塩
野
神
社
・

中
禅
寺
・
前
山
寺
な
ど
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
独
鈷
山
信
仰
が
も
と
と
な
っ

て
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

独
鈷
山
か
ら
流
れ
出
す
水
は
、
や

が
て
産
川
に
集
ま
り
北
流
し
、
塩
田

平
を
う
る
お
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
塩
田
平
に
多
く
の

恵
み
を
も
た
ら
す
独
鈷
山
・
産
川
は
、

昔
か
ら
数
々
の
優
れ
た
伝
説
を
生
み

J 

だ
し
、
語
り
伝
え
ら
れ
、
現
在
、
伝

説
の
宝
庫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

伝
説
に
よ
る
と
、
弘
法
大
師
が
、

霊
場
を
建
設
し
よ
う
と
思
い
立
っ
て
、

日
本
国
じ
ゅ
う
を
巡
っ
て
歩
き
ま
し

た
。
そ
の
時
、
こ
の
独
鈷
山
に
目
を

つ
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
谷
を
一
つ

一
つ
数
え
た
と
こ
ろ
九
十
九
の
谷
が

あ
り
ま
し
た
。
ど
う
し
て
も
百
に
は

一
つ
足
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を
た

い
へ
ん
残
念
が
っ
て
、
持
っ
て
い
た

と

っ
こ

独
鈷
(
仏
具
の
一
つ
)
を
埋
め
て
立

ち
去
っ
た
と
い
い
ま
す
。
高
野
山
へ

行
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
谷
が
百
あ
っ

た
の
で
、
そ
こ
に
霊
場
を
建
て
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

さ
て
、
弘
法
大
師
は
、
独
鈷
を
ど

こ
に
埋
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。
現
在
、

こ
う
ぼ
う
や
ま

独
鈷
山
の
支
峰
に
弘
法
山
と
呼
ぶ
山

め
い
さ
つ

が
あ
り
ま
す
。
名
刺
前
山
寺
の
奥
の 山

[15J 

主古
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ヌ、今月の投稿数

短歌・ 159首、俳句・ 152句
川柳・ 77旬、計・ 388作品

投稿先/干386-0025上田市天神 2-4 -74 
上田市教育委員会「教育うえだ」係

投稿方法/はがきに短歌・俳句・川柳の別

を明記し、氏名・自治会名をご記入のうえ

毎月18日までに投かんしてください。

援
弱火

宮
崎

盛
登
選

口問団
U

倉

升

藤

倉

順

子

癌
を
病
む
友
の
電
話
の
声
重
く
心
の
痛

み
こ
ら
え
つ
つ
聞
く御

所

宮

本

常

雄

永
久
に
帰
ら
ぬ
主
を
待
つ
如
く
庭
隅
に

咲
き
つ
ぐ
山
吹
の
花手

塚

荒

井

し

づ

子

手
押
し
車
押
し
来
し
友
ど
向
き
会
い
て

暮
れ
ゆ
く
道
に
語
ら
い
っ
き
ず

日
間
凶
凹

小

牧

宮

島

正

青
葉
渡
る
風
に
交
リ
て
百
舌
の
声
朝
陽

の
中
に
澄
み
て
聞
こ
ゆ
る

築

地

倉

津

昭

夫

て
つ

は

こ

た

た

ず

や

よ

鉄
鉾
の
出
で
し
遺
跡
に
件
み
て
弥
生
期

の
鍛
冶
に
想
ひ
を
馳
す
る

手

塚

柳

町

も

と

子

裏
庭
に
あ
い
か
に
咲
け
る
白
つ
つ
じ
茶

た

ち

ゃ

せ

ん

を
点
つ
る
茶
笑
の
音
の
す
が
し
も

長

島

松

井

律

子

春
す
ぎ
て
緑
し
た
た
る
本
願
寺
な
ら
び

ゆ
く
修
行
僧
に
風
さ
や
か
な
リ

半

過

石

井

益

一

白
つ
つ
じ
閣
に
浮
き
立
ち
咲
き
誇
る
八

十
八
夜
の
風
暖
か
し上

堀

工

藤

じ

ゅ

ん

や
し
ろ

み
社
の
芽
ぶ
く
棒
に
風
光
リ
真
尽
一
静
か

行
園
調
上
田
市

(
=
1
3
8
6
1
8
6
0
1
長
野
県
上
田
市
大
手
1
1
什

i
叩
)

発
園
棚
上
回
市
教
育
委
員
会
(
〒
3
8
6
1
0
0
2
5
上
田
市
天
神
2
1
4
l
H
)

な
リ
影
を
お
と
し
て下

之
郷
斉
藤
た
み
江

子
の
肩
に
ひ
そ
や
か
に
降
る
桜
雨
心
に

し
み
る
旅
立
ち
の
朝御

所

白

川

昇

太
郎
山
真
北
に
見
上
、
ぐ
る
療
室
に
仰
ぐ

み
社
緑
増
し
く
る

新

屋

田

古

島

留

吉

雪
消
え
て
芽
ぶ
く
落
葉
松
の
道
つ
づ
き

パ
ス
の
行
く
手
に
八
ヶ
岳
か
す
む

下

紺

屋

町

福

田

賢

吉

何
ご
と
も
電
話
で
足
リ
る
世
ど
な
リ
て

久
し
く
子
ら
の
文
を
見
ぬ
吾
は

下

之

郷

伊

藤

幾

子

マ
レ
ッ
ト
の
音
ひ
び
き
あ
う
高
原
を
風

さ
わ
や
か
に
通
リ
す
ぎ
ゆ
く

緑

が

丘

津

林

清

司

梅
が
散
リ
桜
が
散
リ
て
夏
模
様
時
の
流

れ
は
止
ま
る
こ
ど
な
し

中

野

竹

内

健

美

水
張
リ
し
田
に
集
い
来
し
娃
ら
の
こ
ぞ

リ
て
上
ぐ
る
夜
々
の
恋
歌

丸

堀

長

谷

川

貢

聞
こ
え
来
る
童
の
歌
に
速
さ
日
の
わ
が

こ
こ
ろ
ざ
し
い
ず
こ
に
消
え
し

選
者
詠

山
峡
は
霧
白
々
と
漂
ひ
て
ね
ぐ
ら
を
手

ふ
か
ら
す
ら
の

L

戸

。F
伺

矢
島

渚
男
選

集
園
周
秘
書
課
(
固
②
4
1
0
0
囲
@
5
1
1
1
)

編
園
周
庶
務
課
(
固
@
5
1
0
0
回
@
3
7
4
5〉

日
間
四
二

常

入

馬

場

勇

子

雨
に
な
る
ら
し
き
匂
い
や
お
ぼ
ろ
月

岡

市

川

巌

恋
猫
の
激
し
き
声
の
閣
に
舞
う

伊

勢

山

小

田

中

久

遠
山
の
嶺
々
白
し
朴
の
花

金

井

深

町

和

子

休
耕
の
田
に
水
入
れ
て
矧
料
住
ま
わ
す

岩

門

柘

植

茂

山
桜
昨
日
中
腹
今
日
は
峰

口
E
凶
凹

緑

が

丘

畑

和

人

揺
れ
る
も
の
み
な
光
ら
せ
て
五
月
風

常

磐

町

白

鳥

つ

な

鳴
リ
に
や
る
気
も
ら
ひ
て
目
覚
め
け
リ

下

紺

屋

町

小

島

寛

夏
寒
し
少
年
ま
た
も
キ
レ
し
記
事

下

紺

屋

町

山

浦

良

一

都
忘
れ
軽
く
括
リ
て
咲
く
を
待
つ

小

泉

木

村

シ

モ

移
植
用
堆
肥
よ
リ
出
て
南
瓜
苗

築

地

倉

津

昭

夫

泊
っ
て
く
と
、
言
ひ
は
る
二
人
惹
坊
主

保

野

清

水

ゆ

き

子

か
け
っ
こ
の
ゴ

l
ル
如
露
の
水
で
引
く

上

堀

工

藤

じ

ゅ

ん

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
心
残
リ
の
背
伸
び
す
る

上

常

国

大

森

松

枝

春
愁
の
顔
さ
ら
さ
ら
ど
洗
ひ
け
リ

西

脇

中

沢

喜

代

子

食
べ
さ
せ
て
持
た
せ
て
母
の
柏
餅

下

青

木

関

林

平

花
こ
ぶ
し
見
上
げ
て
医
者
の
駐
車
場

手

塚

池

田

五

郎

草
餅
は
い
ま
が
旬
な
リ
妻
し
の
ぶ

選
者
詠

田
に
水
の
集
ま
っ
て
く
る
タ
牡
丹
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山
崎

鮮
紅
選

口
問
〕
閉

別

所

温

泉

市

川

悦

子

戸
を
開
け
て
商
売
用
の
顔
に
な
リ

新

田

山

口

唯

生

た
ん
ぽ
ぽ
の
綿
毛
リ
リ
し
く
親
離
れ

保

野

清

水

ゆ

き

子

最
後
に
は
母
へ
と
渡
し
む
ず
か
る
児

西

脇

中

沢

希

余

先
づ
色
を
ほ
め
て
草
餅
一
つ
受
け

日
四
凶
凹

岩

下

尾

沢

袈

裟

信

拒
否
し
た
い
も
の
の
一
つ
に
誕
生
日

諏
訪
形
酒
井
美
紀
江

巣
立
ち
し
て
こ
と
リ
ど
も
せ
ず
子
供
室

矢

沢

青

木

勝

秀

風
呂
敷
を
拡
げ
過
ぎ
た
が
運
の
尽
き

千

曲

町

内

山

勝

衛

塩
味
を
ち
ょ
っ
と
見
て
よ
と
妻
を
呼
び

中

之

条

片

山

貞

子

種
ま
さ
も
見
ょ
う
見
ま
ね
で
一
人
者

刷
闇
一量
泊
辺
印
刷
糊

印
闇
(
上
田
市
問
屋
町
2

3

7

5

悶
@
1
4
9
2


